
 

 

                                  

報道機関各位 

儲かる農業を目指す県内の若手農業者を対象にした講座 

「ヤングファーマーズ・ミーティング２０２４」の 

参加者を募集します！ 
   

茨城県では、経営革新等に挑戦し続ける県内の若い農業経営者を対象に経営
者マインドを醸成する目的で、『ヤングファーマーズ・ミーティング２０２４』
を下記のとおり開催します。 
講座では、ブロッコリー栽培の導入により北陸最大の水田複合経営体となっ

た有限会社安井ファーム 安井 善成(やすい よしなり)氏による基調講演と、
地域農業をけん引する農業経営者が講師を務める４つの分科会における意見
交換を通して、新進気鋭な経営者の意識と行動力を学ぶ機会を提供します。 
本日から参加者の募集を開始しましたのでご案内します。 
 

記 

１ 日  時  令和６年８月７日（水） １３：３０～１６：１５ 

２ 場  所  ザ・ヒロサワシティ会館 （水戸市千波町６９７） 

３ 主  催  茨城県 茨城県青年農業士連絡協議会 

茨城県農業研究クラブ連絡協議会 茨城県農業参入等支援協議会 

４ 後  援  公益社団法人日本青年会議所関東地区茨城ブロック協議会 

５ 内  容  基調講演、分科会 ※内容・講師はチラシ参照 

６ 参集範囲  経営改善に意欲のある県内の若手農業者等 約１５０名 

７ 申込締切  令和６年７月２４日（水）まで 

 

昨年度の様子（左から、基調講演、分科会） 

 

【お問い合わせ先】 
茨城県農業総合センター 企画調整課（久保田） TEL：0299-45-8321（直通）/FAX:0299-45-8350  
茨城県農林水産部 農業技術課（根目澤） TEL：029-301-3936（直通）/FAX：029-301-3937 

資料提供 令 和 ６ 年 ６ 月 ２ ０ 日 

農林水産部農業総合センター 

農 林 水 産 部 農 業 技 術 課 
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13:30-16:15
会  場 ザ・ヒロサワ・シティ会館 小ホール
 水戸市千波町東久保 697番地

水戸市役所

文化センター前
交差点

千波大橋

近代美術館

千波湖 桜 川

50号バイパス

JR常磐線
水戸駅

ザ・ヒロサワシティ会館

水戸駅南口
交差点

茨城県知事　大井川和彦

茨城県

水

主催 茨城県／茨城県青年農業士連絡協議会／茨城県農業研究クラブ連絡協議会／
 茨城県農業参入等支援協議会
後援 公益社団法人日本青年会議所 関東地区茨城ブロック協議会

分科会 各定員 40名先着順

儲かる農業の方程式 

～その経営戦略～

水稲単一経営からの飛躍
～北陸最大の水田複合経営体ができるまで～

有限会社 安井ファーム　安井善成 氏

基 調 講 演

参加無料
参加には事前の
申込が必要です

有限会社安井ファーム
安井善成 氏

第1分科会

株式会社ドロップ
三浦綾佳 氏

第2分科会

株式会社ヤッカ
勝俣　良 氏

第3分科会

株式会社ユニオンファーム
玉造洋祐 氏

第4分科会

共に描き、創ろう「儲かる農業」



当日の
プログラム

13：00　受付開始（小ホール前） 15：15　第 2 部　分科会
13：30　開会　知事挨拶 16：15　閉会
13：45　第 1 部　基調講演

インターネットまたはFAXでお申込みください。� 申込締切 2024年7月24日(水)

インターネット
から申込み

お問合せ　いばらき農業アカデミー事務局（茨城県農業総合センター 企画調整課内）TEL. 0299-45-8321

FAX・必要事項をご記入いただき、下記へ送信してください。

FAX.0299-45-8350

参加を希望する分科会の番号を右の枠内に書いてください。（第 3 希望まで）� ※先着順　各定員 40 名

① 第1分科会「私が作業服を脱いだ時」 第 1 希望 第 2 希望 第 3 希望

② 第2分科会「誰もが輝ける職場づくりとクリエイティブ農業の実現」

③ 第3分科会「失敗からの法人設立」

④ 第4分科会「厳しい時代の生き残り方」

フリガナ
年代 10 代　 20 代　 30 代　 40 代　 50 代

以上氏　名

連絡先
TEL お住まいの

市町村 市 ・ 町 ・ 村
メール

職　業 農業者　 農業法人等勤務　 就農準備中　 学生、学校関係者　 県職員　 その他（　　　　　　 ）

※個人情報につきましては本ミーティング以外では利用いたしません。

「水稲単一経営からの飛躍　～北陸最大の水田複合経営体ができるまで～」� 安井善成 氏
水稲単作地帯で親から継承した水稲中心の経営に危機感を抱き、栽培が難しいとされていたブロッコリーと水稲等の複合経営に移行。空き農地が少
ない地域で「期間借地」を考案、6 年間でブロッコリーの作付面積を 200 倍（20a → 4,000a）に。ロボットトラクターや全自動移植機 / 収穫機など
スマート農機を導入。X（＠ yasuifarm）フォロワー数約 78,000 人。著書に「日本一バズる農家の健康ブロッコリーレシピ」。

私が作業服を脱いだ時
～㈱れんこん三兄弟宮本社長と探る

「これからの社長のありかた」〜

誰もが輝ける職場づくりと
クリエイティブ農業の
実現

失敗からの法人設立
～安定的な経営の実現〜

厳しい時代の生き残り方
～オーガニックで

「新しい農業のモデルづくり」に挑戦〜

「北陸最大の水稲複合経営体」
「大 規 模 ブ ロッコリー 生 産 者」
「GLOBALG.A.P 認証取得」「直売
所花蕾屋」「バズる農家」…多彩な
顔を持つ安井ファーム運営の謎に、

「企業としての農業経営を、志あ
る仲間とともに」を理念とする（株）
れんこん三兄弟宮本社長が切り込
みます！

 「クリエイティブな農業」を目指し、
2015年に就農。「大切な人に伝え
たくなる商品」をコンセプトにフルー
ツトマトの生産を開始、商品のブ
ランディングに取り組む。人材育
成にも力を入れ、新たに農場の規
模拡大、直売・ジュース加工部門
の立ち上げを行うなど、農業経営
の可能性を広げる。

異業種からの農業参入を経て、
2013年、茨城県桜川市で「株式会
社ヤッカ」を設立。安定的な経営を
実現する新しい農業を目指し、顧
客ニーズに合わせたコマツナの契
約販売や若手人材の育成、就農支
援などに取り組む一方で、これま
での経験に基づく優れた経営分析
が注目され、県内外で講演を行う。

「新農創造」の経営理念のもと経営
開始。「オーガニック野菜」の生産
性向上のため、経営改善、GAP
実践に取り組む。働くスタッフの
成長と会社の成長をリンクさせ、
環境・人材育成・栽培・経営・
農地の持続可能性を追求し、「100
年企業」に挑戦中。

有限会社安井ファーム
代表取締役
安井善成 氏

株式会社ドロップ 
代表取締役
三浦綾佳 氏

株式会社ヤッカ
代表取締役
勝俣　良 氏

株式会社ユニオンファーム
代表取締役
玉造洋祐 氏

第1部  基調講演

第2部  分科会 儲 か る 農 業 の 方 程 式 　 ～ そ の 経 営 戦 略 ～

YOUNG Farmer’s Meeting 2024　参加申込書

HP

第1分科会 第2分科会 第3分科会 第4分科会


